
慢性疾患患者へのセルフケアプログラム、再入院や再発を繰り返したり自傷行為・行動化を有する患者へ

のPAS-SCT（PASセルフケアセラピイ）の展開において、精神科診断、精神科薬物治療の展開、治療の展開

の理解は非常に重要な位置づけにあります。そこで、今回、上記のような内容をトレーニングとして準備

しています。患者・家族への看護の重要な役割・機能であるセルフケア支援に関心のあられる方、実践能

力を高めたいと考えていらっしゃる方はぜひご参加ください。                                        

PAS-SCT看護学会トレーニング委員会 

委員長 武用百子 和歌山県立医科大学看護キャリア開発センター，副センター長・臨床教育准教授 

委員会：岩切真砂子（慈圭病院）・遠藤恵美（横浜市立大学附属市民総合医療センター）・竹原歩（兵庫

県立姫路循環器病センター）・田代誠（神奈川工科大学）・松橋美奈(東京慈恵会医科大学附属第三病院) 

慢性疾患患者へのセルフケアプログラム―ケア困難患者への

PAS-SCT実践における精神科診断と薬物治療、治療概要― 

PAS-SCT看護学会トレーニング ―精神科診断・薬物治療編― 

日 時：第１回 2019年11月17日(日) 第２回 2020年3月8日(日) いずれも10:30-14:00 

場 所：あべのハルカス23階 四天王寺大学サテライトキャンパス 

参加費：会員３０００円 非会員４０００円 

講師：大礒宏昭（富尾会 桜が丘病院副院長、精神科医） 

事例提供：宇佐美しおり(四天王寺大学看護学部・看護実践開発研究センター教授 

精神看護専門看護師) 

1回目：統合失調症と発達障害を有する患者へのセルフケアプログラムの展開  

2回目：気分障害・外傷後ストレス障害・人格上の課題を有する患者へのセルフケアプログラム

～PAS-SCTの展開  

内容 １）事例の総合アセスメントからケア目標、ケアプランの展開 

  ２）事例についての精神科診断、鑑別診断、治療の組み立て、精神科薬物治療アルゴリズム 


